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12 月の別名[師走]

は、普段悠然と構えている師匠や先生方も走り回るほど忙しいというところからの命名とか。12

月に入ったとたんに気忙しさを感じます。別名には師走のほかに 1 年が極まる月から[極月]や

[春待月]などがあります。 

さて年の暮れが近づくと、各地で正月用のしめ飾りや雑貨を商う「年(歳)の市」が開かれます。

かつては社寺の境内で開かれたものですが、最近はデパートや商店の売り出し名として使われる

ことが多いようです。 

江戸時代に著された『東都歳時記』には、「･･･寸地を漏らさず仮屋を補理し･･･注連飾りの具･･･

種々の祝器をならべ商う声は巷にかまびすしく」と、浅草寺年の市の賑わいが載っています。し

め飾りは、年神さま（五穀豊穣を司る神）を迎えるための依代
よりしろ

となるもので、地方によってさま

ざまな形があります。たとえば七五三、前垂注連
し め

、棒標
しめ

（大根標
じめ

、牛蒡標
ご ぼ うじ め

）、輪
わ

注連
じ め

等など・・・。

ちなみに夷隅郡市は、前垂注連形が多く、現在でも家長、年男の主人が手づくりすることが多い

←センター行事で作られたし 

め飾り。右がいすみ地区で一 

般的な前垂注連 

 

↑『東都歳時記』浅草寺の

“年の市”の図（部分）。 

「餝〆（かざりしめ）」ののれ

んのかかった店には、大根

注連とおぼしいしめ飾りが描

かれている 
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センタートピックス １２月 

2009 年も 

＜自然環境の保全・回復を目指します＞ 

 

2008 年のセンター行事は、14 日の「も

ちつきをしよう」、23 日の「おかざりを

つくろう」で終わりを迎えます。 

 今年１年を振り返ると、おおむね順

調な成果を上げたように思えます。昨

年不作だったハス田は新たな品種を加

え、きれいな花をたくさん咲かせてく

れましたし、2年目を迎えたアイガモ農

法の稲田は、もち米に加えてうるち米

にも広げた結果、昨年を超える収穫を

得ることができました。 

 センターでは、古き良き時代の日本

の伝統・文化の継承と、豊かな自然環

境の保全・回復への取り組みを、いす

み地区の皆さまと共に進めてゆきたい

と思っております。来る年もまたよろ

しくお願いいたします。 

  

馬と亀のワラ細工をそれぞれ完成させて大満足。笑顔がこぼれます 

とか。そういえばセンター行事“おかざりをつくろう”は人気行事の一つでした。 

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

１１月のセンター行事 
☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

○『わらでおきもの細工をつくろう』９日 

○『第 12 回さとの文化祭』15 日～24 日 

《わらでおきもの細工をつくろう》
 

 行事当日は生憎の小雨模様でした。いつものよう

に定刻前に集合した参加者は男性５名、女性３名の

計８名。例年に比べると尐ない人数でした。 

 センター棟の工作室前で日程の説明と諸注意を受

け、むしろを手に工作室へ。思い思いの場所にむし

ろを広げ、尾形講師の指導のもと、まず馬の置物づ

くりに取り組みました。 

 細工に使用した

ワラは「京都神力」

と言う品種で、茎

が長くワラ細工に

用いるのに適して

いるのだそうです。

センターの米づく

り業務を委託されている平山さんのお話では、この

“京神米”は、かつてセンター周辺の稲作農家が、

自家用米としてつくったものだとか。晩生で手もか

かるため、今はつくる農家はないそうです。 

尐ないといえば、手刈りしたイネをおだがけ（は 

ざがけ）する風景もめったに見られません。コンバ 

インにより、刈り取りから脱穀、選別はもとより脱穀

後の稲ワラの裁断までが、一貫

して行われるからでしょう。 

かつてワラは、衣食住の様々

な場面で活用されていました。

蓑や笠、米俵、むしろ等など･･･、

そして最後は土に返りイネの肥

料となる！ワラはほんとうに優

れものです。 

まずワラ馬づくりに取り組み

ました。最初にワラをよくすぐ

ります。すぐるとは、根の部分
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のハカマをしごいて取り除くこと。すぐったワラによりをかけ、馬の耳と顔の土台をつくり、

ワラを巻いて馬の頭部とします。次はく首の部分。たてがみをつけ、前足、胴体後ろ足、最後

に尻尾をつけてでき上がり。皆大小２体のワラ馬を完成させました。 

つづいてカメに挑戦です。まず甲羅の部分をつくります。太めのワラ数本をそろえて束ね、

交差させて編み、丸くなるように形を整えます。次に頭と甲羅の周りの飾りをつくり、足と尾

をつけて完成です。馬もカメも皆思った以上の出来栄えとなったのは、わかり易い指導はもち

ろんですが、扱いやすい京都神力のワラの力があったおかげでしょう。さらに温かなワラの感

触には、癒の効果もある気がします。 

《第 12 回さとの文化祭》 

15 日から 24 日まで、センタ

ー棟の和室と工作室をメイン

会場として行なわれた「さと

の文化祭」は、10 日間で延べ

1400 人の観客を集めて盛況の

うちに幕を閉じました。 

夷隅郡市の 23 小学校からは

計 449 点の作品が寄せられま

した。内訳は絵画 324 点、工

作 60 点、自由研究 59 点、そ

の他 6 点の。いずれも力作ぞ

ろい。３部門、６学年に分け

て行なわれた作品審査では、

審査員の先生方は  は、なかなか大変               生方が選ぶのに苦労

されたそうです。ちなみに最優秀賞は絵画６作品、工作６作品、自由研究４作品の計１6作品に。

優秀賞は絵画 16 作品、工作 12 作品、自由研究 13 作品、その他１作品の計 42 作品に。優良賞

は絵画 19 作品が選ばれました。 

 今年の文化祭の特色は、一般からの参加作品が多く寄せられ

たことです。俳画９点、いすみ楊枝 2５点、竹細工９点、創作

折り紙６点、焼き物５点、自然素材を利用した和装小物２点に

加え、見事に仕立てられた大菊の鉢等々･･･。子供たちばかり

でなく大人も楽しめる 10 日間となりました。 

 一般参加者

らの出品作品

は、いずれも夷隅地区の豊かな自然環境から生

み出されたものばかりで、身近な自然の保全と

回復、地域の歴史・文化の継承に取り組むセン

ターにふさわしいものでした。 

 「夷隅郡市の文化祭として、もっと多くの人

に知ってもらい、よりたくさんの一般参加者の

作品が集まる文化祭にしたい」と大曽根センタ

ー長。来年の文化祭が楽しみです。     

（大東 悠子） 

壁面を埋める絵画や工作作品の一つひとつを熱心に観賞する２人 

竹細工の展示風景 

一般参加者の俳画と焼き物の展示コーナー 
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◎今、いすみでは？？？ 
 

＜冬鳥の季節がやってきました！＞ 

今日は 11 月 22 日（土）、ポカポカと暖かい小春日和です。秋の虫たち

の声はすっかり小さくなり、代わりに冬鳥の鳴き声が聞かれるようにな

りました。湿性生態園に向かう途中、藪の中から「チッ」という小さな

声が聞こえてきます。注意深く見ていると、一見スズメに似た胸が黄色

く斑点混じりの鳥が見つかります。アオジです。夏は標高の高いところ

や北日本にいますが、冬になると平地にやってきます。湿性生態園のヤ

ナギの梢には、これまたスズメのような鳥がた 

くさん「チッ、チッ」と鳴きながら移動し

ているのが見られます。よく見ると、頭の

毛（羽）が立ったおもしろい格好をしてい

ます。カシラダカです。冬鳥として北の国

からやってきます。万木沼には、いつもい 

 るカルガモやカイツブリに加え、マガモ、

コガモなどのカモ類が増えてきました。体が黒くくちばしの白いオオ 

バンも来ました。冬鳥たちの季節がやってきました。 

センター館内で飼育しているカメも冬眠に入り、冬の寒さになってき

ました。周囲ではヤマハゼの紅葉やリュウノウギクの白い花がきれい

です。冬には冬しか楽しめない自然があります。これからさらに寒さ

も厳しくなりますが、温かい格好で双眼鏡を片手に「冬のさとの散策」

はいかがですか。色々な発見に、身も心も尐し温まるかもしれません。 

 

 

 

※当センターでは、双眼鏡を無料貸し出ししております。ぜひご利用ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 いすみの気象情報（11 月） 

平均気温：11.1℃ 最高気温：22.5℃ 最低気温：1.3℃ 総雨量：109.5mm 

 

 

   

 

フ ユ イ チ ゴ 

（バラ科） 

今月の 

No.８ 

アオジ 

カシラダカ 

マガモ 

ヤマハゼ 

普通、野イチゴは夏に実をつけますが、この野イチゴは珍しく 11 月

から 12 月ぐらいの冬に赤い実をつけます。「冬イチゴ」とは、その名

のとおりです。先日、湿性生態園に向かう道の林の脇にあるのを、大

多喜町の特別支援学級の皆さんが見つけました。1cm ほどの小さな実

ですが、甘酸っぱくておいしいです。皆さん、夢中で食べていました。             

（堺 勇人） 
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１２月の行事案内 

★『つるでリースづくり』定員20名 

日  時 ７日(日)９：３0～16：00 

参加対象 高校生以上 

場  所 センター地区 

持ち 物 剪定ばさみ、軍手、お弁当他 

★『もちつきをしよう』定員 40 名 

日  時 14 日(日) ９：３0～14：00 

場  所 センター地区 

持ち 物 タオル、寒くない服装 

★『おかざりをつくろう』合計 40 名 

日  時 23 日(火祝)  

午前の部 9：00～12：00 

午後の部 13：00～16：00 

場  所 ネイチャーセンター 

持ち 物 材料費１人 400 円程度、 

工作ばさみ、座布団 

＜１月の行事予定＞ 

★『そば打ちをしよう』定員 20 名
 

日 時 18 日(日)９：30～14：00 

集合場所 ネイチャーセンター 

持ち 物 材料実費負担、エプロン、タオル、 

    こね鉢かボール 

★『わぞうりをつくろう』定員 20 名  

日  時 25 日(日) 9：30～16：00 

参加対象 小学 5年生以上 

場  所 ネイチャーセンター  

持ち 物 木ばさみ、座布団、お弁当他 

 

＊「さとのかぜ」の定期購読を希望される方は、郵便代として、８０円切手１２枚、または９６０円にて受付ます。 

行事への参加申し込み、お問い合わせは、電話（0470-86-5251）、ファックス（0470-86-5252）、または、直接セ

ンター事務室にお申し出下さい。定員のあるものについては、定員になり次第締め切らせていただきます。あら

かじめご了承下さい。 

＊ e メール可（メールアドレス：info@isumi-sato.com（＠は全角です） 

＊行事申し込み後、都合によりキャンセルする場合は必ず早めにセンターまでご連絡下さい。 

◆ ◆ ◆ 利用案内 ◆ ◆ ◆ 
休 館 日：毎週月曜日(月曜日が祝日の場合はその翌日)、12 月 29 日～翌年 1月 3 日 

開館時間：9：00～16：30、入館料：無料 

なお、団体で案内や解説などを希望される場合は、2 週間前までにお申し込み下さい。 

いすみ楊枝 ―千葉県伝統工芸品 

センターでは、「いすみ楊枝」を県内外に広く

紹介するため、毎月高木守人氏に実演をお願い

しています。 

日 時 １月 18 日(9：30～16：00) 

場 所 ネイチャーセンター 

講 師 高木 守人氏 

参加料 無料 

内 容 楊枝・花入れ・茶杓作り 

＊次回は２月 15 日(日)開催予定です。 

 

２月の行事予定 

『干潟の鳥たち』 

１日(日)8：30～11：30 定員 20名 

  雨天延期２月８日（日）へ 

集合場所：ネイチャーセンター 

 

『つるでかごづくり』 

２２日(日) 9：30～16：00 定員 20名 

雨天実施   

参加対象：高校生以上 

場所：ネイチャーセンター 

持ち物：鎌、剪定ばさみ、軍手、お弁当 

 

＊１２月２日(火)申し込み受け付け開始 

 

mailto:info@isumi�\sato.com

